
 

 

 

 

 

日本の食事のあいさつには、感謝の気持ちが込められています。「いただきます」には、食べ物と

なる動植物の命をいただきますという意味があります。「ごちそうさま」には、食事をつくるために

かかわった多くの人への感謝の気持ちが込められています。これは世界的にもめずらしい文化です。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用：小川万紀子 家庭とつながる！新食育ブック ④食の自立 少年写真新聞社 

 

米や魚、肉、野菜や果物などの食材は自然からの恵みです。

わたしたちの生活は、昔から自然の恩恵に支えられて成り

立っています。自然の恵みに感謝して、食材を無駄にしな

いことが大切です。 

食材は自然からの恩恵で成り立っている 

令和８年 ５月 第２号  

茨城県立友部特別支援学校 

５月の目標 「食事のあいさつをしよう」 

【給食室からこんにちは！】 

 新１年生を迎えて、それぞれの学年も進級して１カ月が過ぎました。 

小学部２年生は１年生の牛乳運びを手伝うことができ、頼もしい姿がみられました。他にも、「はしの持ち方が

できるようになった。」「嫌いな食べ物が一口食べられた。」「給食時間内に完食できるようになった。」など先生

方からもうれしい声が聞こえ、著しい成長を感じました。 

今後も給食を通して、心身の育成につながるように、調理員６名、栄養教諭と力を合わせて努めて参ります。 


